
 

 

 

報道関係各位  

2023 年 2 月 14 日 

 

1300 年の歴史ある湯田川温泉（山形県庄内） 

日本酒と伝統文化で観光・移住誘致 

全国でも珍しい、温泉水で発芽させた米「つや姫」「はえぬき」を使った日本酒 2 種 

「女神のしずく」「乳いちょう」を本日 2 月 14 日より発売 

 

米どころとして知られる山形県庄内平野に位置する、1300 年の歴史を有する湯田川温泉の旅館協

同組合（山形県鶴岡市湯田川丙 64  理事長：大滝研一郎）は、地元の歴史ある酒蔵「渡會本店

（わたらいほんてん）」（山形県鶴岡市大山 代表取締役社長 渡會俊仁）とコラボレーション

し、全国でも珍しい、温泉水で種籾を発芽させる「芽出し」作業で育てた、米「つや姫」「はえ

ぬき」を使った日本酒「女神のしずく」、「乳いちょう」を醸造し、2023 年 2 月 14 日から湯田

川温泉の旅館 8 軒などで提供、ネット販売を開始します。 

 

湯田川温泉では、この、湯田川温泉生まれの「米」を使った初の日本酒製造・販売のほか、稲刈

り体験・しめ縄づくり体験を提供。また、伝統芸能「神楽」を通年で見学していただける環境を

整え、地域の文化面での魅力を発信し、旅行者および移住検討者にさまざまな体験をしていただ

く取り組みを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この日本酒の特徴は、種籾を温泉水で発芽させる「芽出し」を行って稲苗（とうびょう）を育て

て米作りを行い、収穫した米を使っていることです。一般にお湯で行われることの多い「芽出

し」を催芽場と呼ばれる温泉水の水槽で温泉水に種籾を浸けて行う様子は江戸時代から続いてお

り、同地域の春の風物詩として知られています。 

温泉街からすぐの山手には、映画『たそがれ清兵衛」にも登場する由豆佐売神社（ゆずさめじん

じゃ）があります。地域の守り神であり、出湯と水の神様が祀られた境内には、古くから妊婦の

乳の出を願う信仰の対象となっていた祠を由来とする大木の「乳イチョウ」がそびえます。そし

て、庄内潘公酒井家の藩邸でも演じられた伝統芸能「湯田川温泉神楽」はインド舞楽の形式をそ
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のまま取り入れた全国的にも大変珍しい楽曲と評されています。この神楽は土用の丑の日に奉納

されますが、一年を通して旅行者も演舞を見学することができます（有料）。湯田川温泉ではこ

のほか、稲刈り体験やしめ縄づくり体験などもプログラムとして順次提供していきます。 

●発売する日本酒について 

• 品名と価格：  

＜写真右＞純米大吟醸「女神のしずく」720ｍｌ 2200 円 

42 度の温泉源泉温度にならい、山形を代表する米「つや姫」を

42％まで削った香り豊かな味わいが楽しめる 

＜写真左＞純生酛（きもと）純米「乳いちょう」720ｍｌ 1430 円 

昔ながらの生酛（きもと）作りで醸す、ほどよい酸味とすっきりし

た味わいが楽しめる。山形を代表する「はえぬき」を使用 

• 発売日： 令和 5 年 2 月 14 日（火） 

• 提供予定： 湯田川温泉旅館 8 軒、居酒屋焼とりひで 

• 販売予定： つかさや旅館およびつかさやオンラインストア、湯田川温泉内の酒販店 

• 酒蔵： 株式会社渡會本店 

• 酒瓶ラベルデザイン：吉野敏充デザイン事務所 

• 企画： 湯田川温泉旅館協同組合 

 

【湯田川温泉の移住・観光誘客のための取り組み】 

⚫ 日本酒醸造・販売： 

湯田川温泉のお湯で芽出しされ、湯田川の地で育

まれた「芽出し米」を使用した酒造りが始まり、

純米大吟醸・純米の計２種類の日本酒が誕生。湯

田川温泉の源泉温度 42 度にならい、純米大吟醸

で使用する「つや姫」は 42％削っている。日本酒

は基本的に湯田川温泉内で販売、提供する。 

 

湯田川温泉の守り神として創建されたといわれる

「由豆佐売（ゆずさめ）神社」は「泉源の女神」で

ある「溝樴姫命（ミゾクイノヒメノミコト）」を祀

る社。純米大吟醸の酒の名はこの女神に由来する。

また、神社へ続く参道には古くから妊婦の乳の出を

願う信仰の対象になっていた県指定天然記念物「乳

イチョウ」があり、純米酒はこの大木から名づけら

れた。 

⚫ 湯田川温泉神楽： 

古くから、土用の丑の日に地域の神社「由豆佐売

（ゆずさめ）神社」では温泉清浄祭を行い、前夜

祭で清らかで穢れがないようご祈祷する「湯田川

写真左「乳いちょう」、写真右「女神のしずく」 

https://yakitorihide.com/
https://tsukasayaryokan.stores.jp/items/63be6b054293514917211e3c
https://dewanoyuki.jp/
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温泉神楽」を奉納していた。この「湯田川温泉神楽」を各旅館のお座敷でご覧いただく公演

を受け付ける (1 公演 25,000 円、通年・要予約)、詳細は 各旅館まで。  

⚫ 稲刈り体験・しめ縄づくり体験： 

湯田川温泉では 2022 年度、食に触れる体験を創

出するために、稲を手刈りし、杭にかけ自然乾燥

するプログラムを提供した。その中で、在来野菜

のカラトリイモの収穫も行ったが、その大きな葉

は「となりのトトロ」をほうふつとさせると親子

参加者の関心を引いた。ランチでは、湯田川地区

でしか栽培されない在来野菜「萬吉茄子（まんき

ちなす）」「藤沢かぶ」を加えた在来野菜と新米

を堪能していただいた。1 か月ほど乾燥させた天日干しの藁を使い、別の日に行ったしめ縄

づくり体験は山伏である成瀬正憲氏を講師に迎え、参加者全員で９m ほどの 1 本のしめ縄を

作り、乳イチョウに奉納した。このプログラムを今年も提供できるよう調整を進めている。 

 

【湯田川温泉と旅館の紹介】 

アクセス： 

• 飛行機 羽田空港から庄内空港まで約 1 時間、

その後バス利用、またはタクシーで約 25 分 

• 電車 東京駅より上越新幹線・羽越本線利用で

鶴岡駅まで約 4 時間、その後バスで約 28 分、 

またはタクシーで約 25 分 

 

山形県庄内地方の海に近い山辺にある湯田川温泉

は、1300 年の歴史を持つ温泉で、庄内三名湯にも数

えられる。712 年に傷を負った一羽の白鷺が傷を癒したことに由来し、「白鷺の湯」 と呼ばれて

いた。泉質は、毎分約 1,000 リットルの豊富な湧出量の硫酸塩泉 (旧泉質名:含石膏芒硝泉)。硫

酸塩泉は、動脈硬化症や切り傷、火傷などに効果があると言われ、鎮静作用や血圧の降下作用も

期待できる。 昔から土用の丑の日(夏の暑い盛り)にあわせて湯治をすると 1 年間無病息災で暮ら

せると言われる「丑湯治」の文化も根付いている。共同浴場が 2 カ所、足湯が 1 カ所ある。「正

面湯」は温泉街のちょうど真ん中にあり、その正面に足湯「しらさぎの湯」がある。少し離れた

場所に「田の湯」がある。  

「正面湯」から徒歩 1 分の「由豆佐売神社」の鳥居をくぐると、その先に苔むした石段と両脇に

樹齢いくばくかの杉並木が出迎える。石段右手に樹齢 1000 年と言われる県指定天然記念物の

「乳イチョウ」の巨木かがそびえ立つ。現在の本殿は明治 15 年に旧鶴岡警察署庁舎や旧西田川

郡役所などを手掛けた 庄内の名棟梁、高橋兼吉（たかはしかねきち）が建築したもの。 

湯田川温泉には、藤沢周平を初め、斎藤茂吉、横光利一、種田山頭火、竹久夢二といった歴史に

名を残す文人墨客も逗留している。 

現在、旅館は 8 軒あり、各旅館ごとに趣向を凝らした、庄内の在来野菜や湯田川温泉名物の「孟

宗竹のタケノコ」を使った食事、温泉が楽しめる。 
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＜旅館一覧＞ 

⚫ 九兵衛旅館：確かな料理人の腕が光る宿。http://www.kuheryokan.com/ 

⚫ 珠玉や：3 つの貸切風呂を楽しめる宿。姉妹館九兵衛旅館の風呂の行き来もできる。

http://www.kuheryokan.com/tamaya/ 

⚫ 湯どの庵：「何もしない宿に旅をする」をコンセプトにシンプルで贅沢な旅を演出。

https://www.kameya-net.com/yudono/ 

⚫ 理太夫旅館：母と娘で営む 3 階建ての木造建築のアットホームな宿。https://ridayu.jp/ 

⚫ つかさや旅館：日本酒飲み比べができる宿。家族連れ、ペット連れにも優しいサービスを提

供している。https://www.tsukasaya.gr.jp/ 

⚫ 隼人旅館：新徴組本部跡として歴史好きにはたまらない宿。http://www.hayato-

ryokan.jp/ 

⚫ ますや旅館：2023 年春に大幅にリニューアルしてお客様を迎える準備中。https://yu-

masuya.net/ 

⚫ 仙荘湯田川：看板猫の’なび’とハートフルな女将のお出迎えがある。http://senso.jp/ 

 
湯田川温泉旅館協同組合： URL: https://www.yutagawaonsen.com/ 

 

【渡會本店紹介】 

古来より稲作が盛んな広大な庄内平野で 400 年以上の歴史を有する蔵元。庄内平野は東に位置す

る霊峰月山より月山山麓湧水群の清らかな名水が流れ込み、昼夜の寒暖差が大きいため、日本を

代表する美味しい米の産地となっている。主に、乳酸菌が多く住みついている歴史ある酒蔵なら

ではの「生酛造り（きもとづくり）」製法で醸造を行う。 

代表ブランドは「出羽ノ雪」「和田米（わたらい）」「庄内美人」など。 

 

酒蔵併設の「出羽ノ雪 酒造資料館」では、原料となる米の研究資料、酒造道具類、保管・運搬

用樽類など当時の職人が知恵を絞り改善を重ねてきた軌跡をご覧いただけるとともに芸術品など

も展示されている。 

出羽ノ雪 酒造資料館： https://dewanoyuki.jp/museum/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.yutagawaonsen.com
https://dewanoyuki.jp/museum/index.html

